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震. 2 且におけるバフ部は、,(フが「規則的な回転

運動」をするシングル回転ポリッシャや「複雑であ
っても規則的な運動」をするギヤアクションポリッ

シャと違い、「絶えず不規則な運動」を繰り返す。
したがって、バフの「規則的な運動」が原因で発生

するオーロラ(ホログラム)模様を仕上げ機として

磨き消すことが出来、研磨後にそれが全<発生しま

せん。更に従来のランダムアクション運動とも違い‘

塗面に対する摺動力が高められているので、色ッヤ
がボケることがありません。

しかも、大トルクモーターとクラッチドライブ機構
で研磨力が高められているので磨き残しなどの失敗

も激減します。

右落 明 F の研磨技術を今」の商品で実現する
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1 、 オー口ラマークは何故出来るのか?
シングル回転ポリッシャで塗膜を研磨すると、研磨後に‘強い太陽光や夜間の、高所点照明下でギラギラした浮き立った模様が

見えます。このギラギラした模様は「オー口ラマーク」や「ホ口グラム模様」と呼 1 まれています。

どの様に「オー口ラが発生するか??]を理解することが、これを発生させないための手がかりとなります。一般的に研磨とは「摩擦

を用いて傷などを消し、ツヤを出すこと J を言いますが、私たちがポリッシング時に「劃莫に対してどのように働きかけるのか ?? J という観
点からこれを捉えなおすと「ドーパー目などの傷を消すた棚こその傷よりももう少し浅い傷をバフとコンパウンドで広範囲に磨き付け

て‘その傷を次のエ程の浅い傷に置き換えることで消す』行為の順次な繰り返 Li ということが出来ます。シングル回転ポリッシャな

どで塗膜を研磨すると、オー口ラマークが見える分けは、周期的に規則的な傷(バフ目)に反射した光が原因です。これ

らのもので塗膜を研磨するとバフが回転したことによって、塗膜に無数の回転傷を磨き付けることとなりますが、実作業時

1 こは膜面の広さのためにポリッシャを移動させることこよって「周舶勺に形状と大きさの同一 J の回転傷が無数に並ぶこととな t).各々
の傷の同一の位置に、太陽などの、光源の形の丸く硬く強い光が反身札て‘無数に並ぶ為に連続したライン状の浮き立った模様を発生

させるからです。図 1 参照

図 1 シングル回転ポリッシャによって研磨後に残るバフ目と、オー口ラマークとの関係

『形状と大きさの同一」の回転傷が無数に並ぶため太陽など

の反射が、別々の傷の同一の位置に起こる。

太陽などの反射

光っている部分がライン状に見える D

無数に並んだ
「形状と大きさの同一」の傷(バフ目)

2 、 どのような運動がオーロラマークを消すことが出来るのか?
オー口ラマークの発生原因が研磨作業によって塗膜面に付いた、「形状と大きさとの同一の無数の傷 J ですから、これを消し

て発生させないためには、リアルタイムで、「形状、または大きさが同一でない傷 J を発生させ続ける運動を用いて、今

あるバフ目を磨き消せば良いことにな L.J ます。ギヤアクションの様に複雑であっても規則的な運動では「形状と大きさの
同一の傷 J を無数に並べて磨き付けるので、オー口ラマークを発生させます(表図参照)。庇 f4 『は不規則な運動を担

保する為に、フリーの軸を持つランダム(ダブル)アクション構造を用い、その運動の欠点である研磨力の無さを、クラッチ機

構によってモーターの動力を摺動可能にバ DI こ伝えることで解決したアクセルランダムアクションポリッシャ(特許)です。

従って、他の運動で生じたオー口ラマークを磨き消すことが出来、研磨後にそれが全<発生しません。

庇 211 のパフ目では、オー回ラカ暁生しない理由
ポリッシャを移動させた場合

庇 ML は塗面との摩擦をリアルタイムで拾い、
「絶えず不規則に運動し続ける J ので「形状また
1 ま大きさの同一の傷」が作られないため、光が

特定の位置で反射して、ライン状に光ることが
ない。(研磨後の劃莫の色ッヤは研磨時に弊社コン
ノくウンドを使用することで復元できます 0)

傷こ対参翻も煙雄玖角度の通い編藤軌切も凱建 q 麟難週
シングル回転ポリッシャの場合

ほ 1 ま Ii または
一定の角度で進入

塗膜に付いた 

ほ『ま全方向から進入

秀 7 の堤合


